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米
林
雄
一
氏
(
一
九
四
二
̃
)
は
、

東
京
に
生
ま
れ
、
昭
和
三
十
九
年

に
金
沢
芸
術
大
学
彫
刻
科
卒
業
後

東
京
芸
術
大
学
大
学
院
修
了
。
現

在
、
二
期
会
に
属
し
、
東
京
芸
術

大
学
彫
刻
科
講
師
。

数
多
く
の
展
覧
会
で
受
賞
、
現

代
彫
刻
界
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る

若
手
作
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

左
の
作
品
は
、
今
年
開
か
れ
た

第
十
六
回
現
代
日
本
美
術
展
に
お

い
て
、
千
葉
県
立
美
術
館
賞
に
選

ば
れ
た
も
の
で
、
現
在
、
本
館
に

常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。

素
材
は
南
洋
ス
ギ
科
ア
ガ
チ
ス

材
で
あ
る
が
、
表
面
は
黒
鉛
、
つ

ま
り
鉛
筆
の
芯
で
塗
り
つ
ぶ
し
、

一
見
す
る
と
金
属
的
な
感
じ
を
受

け
る
。
重
量
感
の
あ
る
作
品
で
、

計
算
さ
れ
た
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、

平
面
と
直
線
が
交
錯
し
た
幾
何
学

的
な
面
白
さ
が
あ
る
。

●



みる・かたる・つくる-

房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
1
 
3

浅

見

喜

舟

展

-
書
芸
七
〇
年
の
歩
み

-

七
月
一
日
㈱
̃
二
十
八
日
㈱

本
館
は
、
今
年
度
開
設
十
年
を

迎
え
る
が
、
そ
の
間
、
本
県
に
ゆ

か
り
の
深
い
美
術
家
を
中
心
に
調

査
研
究
を
す
す
め
、
そ
の
紹
介
と

顕
彰
を
行
っ
て
い
る
。

本
年
度
は

〃
房
総
の
美
術
家
シ

リ
ー
ズ
1
 
3
〃
と
し
て
、
墨
の
美
を

追
求
し
、
本
県
の
書
の
普
及
に
尽

力
さ
れ
た
浅
見
喜
舟
氏
に
焦
点
を

あ
て
、
「
浅
見
喜
舟
展
-
-
土
手
芸

七
十
年
の
歩
み
-
」

を
七
月
二
十

八
日
㈹
ま
で
開
催
し
て
い
る
。

元
来
、
文
字
は
単
な
る
伝
達
の

手
段
と
し
て
発
生
し
た
が
、
各
時

代
の
要
求
や
美
的
感
覚
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
筆
法
が
生
み
出
さ
れ
、
そ

の
美
し
き
が
競
お
れ
、
現
在
の
書

道
に
至
っ
て
い
る
。
本
展
で
は
、

氏
の
初
期
の
代
表
作
品
か
ら
今
日

に
至
る
ま
で
の
作
品
約
六
十
点
を

展
示
し
、
墨
色
の
美
、
余
白
の
美
、

結
休
の
美
、
流
動
の
美
な
ど
を
味

お
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
著

書
、
手
本
な
ど
併
せ
て
展
示
し
、

書
芸
一
筋
に
生
き
て
き
た
氏
の
業

績
を
讃
、
え
、
七
十
年
の
歴
史
を
ふ

り
か
え
る
機
会
と
し
た
。

教
員
を
志
す

浅
見
喜
舟
氏
は
、
明
治
三
十
一

年
(
一
八
九
八
)
一
月
五
日
、
群
馬

県
補
流
村
(
現
藤
岡
市
)

に
、
父

福
田
徳
治
郎
、
母
い
ち
の
四
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
本
名
は
錦
吾
。

幼
い
頃
よ
り
書
が
好
き
だ
っ
た
氏

は
教
員
を
志
し
、
尋
常
小
学
校
准

教
員
養
成
所
に
学
ぶ
。
こ
の
間
、

朝
倉
石
峰
の
も
と
で
寝
食
を
忘
れ

て
研
鎖
を
積
み
、
大
正
七
年
、
群

馬
県
新
町
尋
常
高
等
小
学
校
准
訓

導
に
な
っ
た
の
を
振
り
出
し
に
教

育
界
の
人
と
な
る
。
後
、
検
定
で

尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
、
中
等

学
校
教
員
の
資
格
を
と
り
、
新
潟

県
南
田
中
学
校
教
諭
と
な
る
。
こ

の
頃
か
ら
、
近
代
日
本
の
書
道
界

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
日
下

「
行

覧

会

案

部
鴫
鶴
門
下
の
木
俣
曲
水
に
師
事

す
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
四
年
、

千
葉
県
師
範
学
校
に
書
道
担
任
の

教
諭
と
し
て
赴
任
。
そ
の
の
ち

も
、
曲
水
と
と
も
に
書
道
教
育
の

普
及
に
努
め
た
。

広
範
な
趣
味

氏
は
、
長
さ
に
か
た
る
七
十
年

を
書
芸
一
筋
に
精
進
努
力
し
て
き

た
が
、
反
面
、
趣
味
の
世
界
は
広

範
囲
に
れ
た
っ
て
い
る
。

子
供
の
頃
か
ら
山
、
草
木
、
昆

虫
な
ど
絵
を
か
く
こ
と
が
好
き
だ

っ
た
氏
は
、
新
潟
で
の
生
活
で
、

佐
野
至
心
の
も
と
で
本
格
的
に
日

本
画
を
学
ん
で
い
る
。
干
葉
に
住

む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
浜
田

破
牛
に
師
事
し
て
俳
句
を
詠
む
が

そ
の
情
感
が
読
む
者
の
心
に
伝
お

っ
て
く
る
よ
う
な
味
お
い
深
い
句

ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
、
琵
琶
は

武
本
錦
桜
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

手
・
指
・
声
の
訓
練
を
し
た
こ
と
は

喜
作
活
動
に
生
か
さ
れ
る
面
が
多

路
」

昭
和
五
十
四
年
作

.
一
∴

∴

:

i

㌧
二

言

:
▲

か
っ
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ
を
得
意
と
し
た
り
、
小

鳥
な
ど
の
飼
育
法
に
も
造
詣
が
深

く
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
眼
を
開
き
、

心
を
寄
せ
て
い
る
。

本
県
で
の
書
道
教
育
活
動

昭
和
四
年
、
千
葉
県
師
範
学
校

に
赴
任
以
来
、
教
育
者
と
し
て
、

戦
後
の
千
葉
大
学
、
和
洋
女
子
大

学
ほ
か
で
後
進
の
指
導
に
あ
た
り
、

そ
の
教
え
を
受
け
た
者
は
万
を
越

え
る
。
氏
は
、
「
私
に
と
っ
て
の
喜

び
は
、
教
え
子
を
た
く
さ
ん
も
っ

た
と
い
う
こ
と
。
彼
等
が
私
の
教

え
た
こ
と
を
さ
ら
に
広
め
て
く
れ

る
。
こ
ん
な
う
れ
し
い
喜
び
は
な

い
」
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県

書
道
協
会
、
書
星
会
な
ど
の
書
道

研
究
団
体
や
県
美
術
会
な
ど
を
創

設
し
、
〃
書
の
道
〃
を
求
め
る
人
た

ち
の
た
め
に
道
を
開
き
、
そ
の
温

厚
な
人
柄
と
熱
心
な
指
導
に
よ
っ

て
、
書
道
の
振
興
に
尽
力
す
る
と

と
も
に
、
広
く
県
下
美
術
界
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
る
。
今
年
八
十

五
才
に
な
っ
た
現
在
も
、
県
美
術

会
会
長
、
太
玄
会
名
誉
会
長
、
日

本
書
写
技
能
検
定
会
長
、
本
館
協

議
会
議
長
な
ど
の
要
職
に
あ
り
、

多
忙
な
中
に
も
日
々
精
進
を
か
さ

ね
、
常
に
第
一
線
で
意
欲
的
な
創

作
活
動
を
続
け
て
い
る
。

●

「
一
静
抵
千
金
」昭

和
五
十
一
年
作

●

▲
蚤
7

四
囲
聞

き
」
や
二
二

本
展
の
開
催
に
伴
い
、
去
る
七

月
十
日
佃
、
話
題
提
供
者
に
浅
見

喜
舟
氏
を
迎
え
て
、
第
二
回
「
美

術
を
語
る
会
」
を
行
な
っ
た
。

浅
見
氏
は
、
「
書
と
い
う
も
の
」

と
越
し
て
、
教
育
を
志
す
よ
う
に

な
っ
た
経
緯
か
ら
、
小
学
校
准
、

正
教
員
と
し
て
の
群
馬
の
新
町
時

代
、
中
等
学
校
教
員
を
目
指
し
た

前
橋
時
代
、
日
本
画
に
打
ち
込
ん

だ
新
潟
の
高
田
時
代
、
そ
し
て
書

一
筋
に
と
決
心
し
た
千
葉
時
代
と

各
時
代
の
苦
労
話
な
ど
を
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
ま
じ
え
な
が
ら
回
想
さ
れ

た
。

ま
た
、
出
品
作
品
に
つ
い
て
は

人
の
や
る
こ
と
は
自
分
に
も
出
来

る
は
ず
と
葉
書
大
用
紙
に
「
い
ろ



は
」
を
微
字
で
二
百
回
以
上
書
い

た
こ
と
や
、
「
千
字
文
」
 
、
「
蘭
亭
叙
」

な
ど
の
大
作
は
、
一
気
珂
戌
に
仕

上
げ
る
た
め
に
自
分
の
体
力
テ
ス

ト
と
し
て
い
る
と
い
う
話
に
、
氏

の
自
己
に
対
す
る
厳
し
さ
を
み
た
。

-みる・かたる・つくる

本
年
度
の
収
蔵
作
品
展
は
、
三

つ
の
展
示
室
の
う
ち
、
第
一
、
第

二
展
示
室
に
お
い
て
、
五
月
三
十

一
日
㈹
̃
八
月
二
十
八
日
㈲
、
十

一
一
月
二
日
㈲
̃
一
月
八
目
㈲
の
二

期
に
わ
た
り
、
日
本
近
代
美
術
の

流
れ
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
日
本
画
、

洋
画
、
彫
塑
、
工
芸
の
四
つ
の
分

野
か
ら
、
収
蔵
作
品
を
展
示
す
る
。

第
三
宅
で
は
、
五
月
一
一
十
四
日

㈹
̃
六
月
二
十
六
日
㈲
、
八
月
二

日
㈹
̃
八
月
二
十
八
日
㈲
、
十
二

月
二
日
㈲
̃
一
月
八
日
㈲
の
三
期

●

に
れ
た
り
、
素
描
画
、
版
画
、
水

彩
画
及
び
収
蔵
作
家
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
順
次
設
け
、
様
々
な

美
の
世
界
に
焦
点
を
あ
て
、
広
く

収
蔵
作
品
を
紹
介
す
る
。

(
第
一
・
第
二
展
示
室
)

主
な
展
示
作
家
の
紹
介

ま
ず
、
洋
画
で
は
ね
が
国
で
最

初
の
本
格
的
な
洋
風
美
術
教
育
が

行
お
れ
た
工
部
美
術
学
校
に
、
画

学
科
教
師
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
か

ら
招
か
れ
た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ォ

ン
タ
ネ
ー
ジ
(
一
八
六
̃
一
八
八
二
)
が
あ

げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
学

ん
だ
洋
画
家
に
、
浅
井
忠
(
三
六

̃
元
号
)
、
松
岡
寿
(
一
八
六
二
̃
一
九
四
四
)

ら
が
お
り
、
後
に
こ
れ
ら
の
画
家

は
最
初
の
洋
風
美
術
団
体
で
あ
る

明
治
美
術
会
を
結
成
し
、
優
れ
た

指
尊
者
と
し
て
洋
画
界
の
発
展
に

尽
し
た
。

そ
の
他
、
黒
田
清
輝
の
天
真
道

場
で
学
び
、
東
京
美
術
学
校
長
と

な
っ
て
後
進
の
育
成
に
尽
力
し
た

和
田
実
作
(
一
八
岳
̃
一
生
九
)
、
浅
井

忠
に
学
び
、
日
本
水
彩
画
会
、
二

科
会
な
ど
の
創
立
に
参
加
、
ま
た
、

一
水
会
を
結
成
し
、
の
ち
日
展
で

活
躍
し
た
石
井
柏
亭
(
一
八
八
。
̃
一
生

六
)
、
卓
上
社
に
い
て
岸
田
劉
生
に

師
事
し
、
強
い
彬
響
を
う
け
た
椿

貞
雄
(
六
九
六
̃
一
皇
七
)
、
円
熟
し
た

作
風
で
昭
和
の
画
壇
を
二
分
し
た

安
井
曽
太
郎
(
一
八
八
八
̃
一
宝
玉
)
と
梅

原
龍
三
郎
(
一
八
八
八
̃
)
、
「
虹
」
の
作

家
と
し
て
次
々
と
意
欲
的
な
作
品

を
発
表
し
、
世
界
各
国
の
展
覧
会

で
受
賞
を
重
ね
て
い
る
謡
嘔
ら
の

作
品
を
展
示
す
る
。

日
本
画
で
は
、
大
正
の
初
め
に

今
村
紫
紅
、
速
水
御
舟
ら
と
共
に
、

赤
煙
会
を
結
成
、
院
展
で
活
躍
し

た
富
取
風
堂
(
一
八
九
二
̃
一
九
三
)
、
昭

和
の
初
め
、
山
本
丘
人
ら
と
創
造

美
術
を
結
成
し
て
日
本
画
の
近
代

的
造
形
を
追
求
し
、
現
在
は
創
面

会
で
主
要
な
位
置
に
あ
る
吉
岡
堅

二
(
克
美
̃
一
、
主
に
日
展
に
出
品

し
、
現
代
の
日
本
画
壇
を
代
表
す

る
作
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
東
山
魁

夷
(
一
九
宍
̃
)
ら
の
作
品
を
紹
介
す

る
。彫

塑
で
は
、
明
治
期
の
作
家
と

し
て
小
倉
惣
次
郎
(
一
会
二
1
二
九
三
)

が
あ
げ
ら
れ
る
。
工
部
美
術
学
校

石井柏亭「聖フランチェスコ寺院」

に
彫
刻
科
教
師
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア

か
ら
招
か
れ
た
ラ
グ
ー
ザ
に
洋
風

彫
刻
を
学
び
、
門
下
か
ら
新
海
竹

太
郎
や
北
村
四
海
ら
優
れ
た
彫
刻

家
を
出
し
た
。
そ
の
他
、
現
在
日

展
で
活
躍
す
る
大
須
賀
力
(
一
九
〇
六

̃
)
、
新
し
い
具
象
彫
刻
を
追
求
し

て
い
る
鈴
木
実
(
一
九
言
̃
)
ら
の
作

品
を
紹
介
す
る
。

工
芸
で
は
、
ね
が
国
の
近
代
美

術
工
芸
界
の
発
展
に
寄
与
し
た
鋳

金
作
家
、
香
取
秀
真
(
一
人
冨
̃
一
皇
四
一

と
津
田
信
夫
(
一
八
圭
̃
一
九
芙
)
を
は

じ
め
、
板
谷
波
山
に
師
卑
し
、
日

展
で
活
躍
し
た
陶
芸
作
家
の
宮
之

原
諌
(
二
八
九
八
̃
一
九
圭
)
、
岩
田
藤
七

に
師
事
し
、
国
内
外
の
ガ
ラ
ス
展

に
日
本
の
伝
統
美
を
表
現
し
た
華

麗
な
作
品
を
発
表
し
て
い
る
藤
田

喬
平
(
一
竺
一
̃
)
ち
の
作
品
を
展
示

す
る
。

(
第
三
室
)

素
描
画
コ
ー
ナ
I

素
描
画
は

美
術
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
、
主

に
形
や
明
暗
に
重
点
を
お
き
、
鉛

筆
や
ペ
ン
、
コ
ン
テ
な
ど
で
描
か

れ
、
作
家
の
芸
術
を
知
る
上
で
高

い
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
浅
井
忠
、
安
井

曽
太
郎
、
鶴
田
吾
郎
(
六
九
〇
̃
一
九
六

九
)
ら
、
明
治
か
ら
昭
和
に
い
た
る

ま
で
の
作
家
を
と
り
あ
げ
、
各
作

家
の
人
物
や
風
景
に
お
け
る
輪
郭
、

明
暗
、
助
勢
な
ど
の
と
ら
え
方
を

鑑
賞
す
る
場
と
し
た
。

版
画
コ
ー
ナ
ー

版
画
に
は
、

木
版
、
銅
版
、
石
版
、
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
な
ど
様
々
な
技
法
が
あ

る
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
浜

口
陽
三
(
一
九
〇
九
̃
)
、
池
田
満
寿
夫

(
一
九
三
四
̃
)
ら
国
際
的
に
活
躍
し
て

い
る
作
家
を
中
心
に
と
り
あ
げ
、

そ
の
多
様
な
表
現
を
紹
介
す
る
。

ま
た
、
日
本
画
家
、
彫
刻
家
に
と
っ

て
も
、
版
画
の
も
つ
表
現
の
可
能

性
は
魅
力
的
な
も
の
で
あ
る
。
東

山
魁
夷
、
木
内
克
(
一
八
九
。
̃
一
九
七
)

ら
の
作
品
を
展
示
し
、
版
画
技
法

を
通
し
て
そ
こ
に
自
己
の
特
性
を

い
か
に
反
映
さ
せ
て
い
る
か
を
み

る
機
会
と
し
た
。

水
彩
画
コ
ー
ナ
ー

水
彩
絵
具

に
は
、
透
明
水
彩
、
不
透
明
水
彩
、

水
性
ア
ク
リ
ル
な
ど
が
あ
る
÷
」
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
浅
井
忠
、
石
井
柏

革
、
中
西
利
雄
(
一
九
号
̃
一
畠
八
一
、
三

橋
兄
弟
治
(
一
九
二
̃
一
ら
の
作
品
に

よ
り
、
時
代
の
変
遷
に
と
も
な
う

各
絵
具
の
技
法
に
よ
る
表
現
や
油

彩
画
と
は
異
な
っ
た
起
き
を
昧
わ

う
機
会
と
し
た
。

収
蔵
作
家
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
…

今
回
は
香
取
秀
真
を
と
り
あ
げ
、
作

品
の
ほ
か
資
料
類
、
調
査
ノ
ー
ト

及
び
書
を
展
示
し
、
鋳
金
作
家
と

し
て
の
み
な
ら
ず
、
金
工
史
家
、
ア

ラ
ラ
ギ
派
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
奇

兵
の
業
績
の
一
端
を
紹
介
す
る
。
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藤
田

聞
流

「
猫
の
い
る
博
物
」

秋・新春の特別展準備すすむ

日
本
近
代
洋
画
の
展

開
を
考
え
る
上
で
フ
ラ

ン
ス
と
の
か
か
お
り
は

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

十
九
世
紀
以
降
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
中
心

は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、

明
治
二
十
六
年
=
八

九
三
)

パ
リ
か
ら
帰
国

し
た
黒
田
清
輝
、
久
米

種
一
郎
の
外
光
派
風
の

明
る
い
画
風
は
、
当
時

の
日
本
洋
画
界
に
大
き

な
彰
響
を
与
え
る
と
共

に
、
ひ
と
つ
の
転
期
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
以

後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術

の
摂
取
は
フ
ラ
ン
ス
を

中
心
に
積
極
的
に
行
お

れ
、
次
々
と
新
し
い
芸

術
思
潮
の
紹
介
も
な
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
の
洋

画
家
に
は
、
文
献
や
複

製
を
通
じ
て
学
ぶ
も
の

の
ほ
か
、
直
接
フ
ラ
ン

ス
に
渡
る
も
の
も
多
く
、

彼
等
は
後
期
印
象
派
、

フ
ォ
ー
ビ
ズ
ム
、
キ
ュ

ー
ビ
ズ
ム
、
シ
ュ
ー
ル

レ
ア
リ
ズ
ム
な
ど
の
彰

響
を
受
け
な
が
ら
自
己

の
芸
術
活
動
を
展
開
し
、
日
本
近

代
洋
画
の
彬
戌
に
主
要
な
役
割
を

果
し
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
明
冶
か
ら
昭
和
前

期
に
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
た
洋
画
家

に
重
点
を
お
き
、
滞
欧
作
を
中
心

に
展
観
す
る
ほ
か
、
古
賀
春
江
、

万
鉄
五
郎
の
よ
う
に
国
内
に
お
い

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
新
思
潮
に

深
い
理
解
を
示
し
た
洋
画
家
の
作

品
に
も
焦
点
を
あ
て
展
観
し
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
ら
洋
画
家
と
フ
ラ
ン

ス
と
の
か
か
お
り
を
通
じ
て
日
本

の
近
代
洋
画
史
を
振
り
か
え
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

〔
内
容
〕
黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一

郎
、
鹿
子
木
孟
郎
、
安
井
曽
太
郎

梅
原
龍
三
郎
、
中
川
紀
元
、
里
見

勝
蔵
、
前
田
寛
治
、
佐
伯
祐
三
、

黒
田
重
太
郎
、
東
郷
育
児
、
林
武

藤
田
聞
流
、
福
沢
一
郎
な
ど
約
五

〇
作
家
一
〇
〇
点
。

‥

"

=

〇

一
〇
三

露
呈

日
和
!
-
鳩
-

日
-
四
日

本
館
は
、
今
年
度
に
開
設
十
年

を
迎
え
ま
す
。
開
館
以
来
、
近
代

美
術
館
及
び
地
域
の
美
術
館
と
し

て
、
「
み
る
・
か
た
る
・
つ
く
る
」

の
三
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
、
総

合
的
な
美
術
館
活
動
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
日
本
近
代
洋

画
史
上
で
先
駆
的
な
役
割
を
果
し

た
本
県
出
身
の
洋
画
家
浅
井
忠
の

画
業
の
顕
彰
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

●

本
館
開
設
十
年
記
念
事
業
と
し

て
、
第
一
部
で
は
、
浅
井
忠
記
念

賞
を
設
定
し
、
全
国
公
募
に
よ
る

秀
作
に
賞
を
贈
り
、
そ
の
受
賞
・

入
選
の
作
品
を
展
示
し
、
現
代
美

術
の
振
興
に
資
す
る
と
と
も
に
、

第
二
部
と
し
て
、
浅
井
忠
の
秀
作

を
展
観
し
、
そ
の
業
績
を
回
顧
し

認
識
す
る
機
会
と
し
た
く
、
現
在

諸
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

第
一
部
の
公
募
作
品
に
つ
い
て

募
集
要
項
は
全
回
の
開
係
者
あ
て

に
配
布
し
ま
し
た
が
、
左
記
に
要

点
を
抜
粋
し
ま
す
。

応
募
資
格

出
身
県
、
経
歴
、
年

齢
を
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
作
品

油
彩
画
、
水
彩
画
、

版
画
等
の
洋
画
系
の
平
面
作
品

で
〃
リ
ア
リ
ズ
ム
の
追
求
〃
を
主

題
に
し
た
公
募
展
未
発
表
の
作

品
。
一
人
一
点
と
し
、
一
点
の

大
き
さ
は
、
二
六
〇
×
一
九
四

セ
ン
チ

(
二
〇
〇
号
)

以
内
。

搬
入

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
二

十
八
日
㈲
か
ら
十
二
月
五
日
㈲

ま
で
の
、
毎
日
午
前
十
時
か
ら

.
午
後
四
時
ま
で
の
間
に
千
葉
県

立
美
術
館
に
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。
出
品
手
数
料
は
無
料
。

審
査
員

乾
由
明
、
植
村
購
千
代

陰
里
鍼
郎
、
加
藤
貞
雄
、
東
門

安
雄
、
河
北
倫
明
、
桑
原
住
雄
、

田
中
儀
、
中
村
僧
三
郎
、
原
田

平
作
、
本
間
正
義
(
五
十
音
順
)

賞
及
び
入
選

浅
井
忠
記
念
賞
(
大

賞
)
一
点
一
〇
〇
万
円
。
優

秀
賞
三
点

各
五
〇
万
円
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
受
賞
作
品
は
、

当
館
の
所
有
と
な
り
ま
す
。

入
選
作
の
点
数
は
未
定
で
す
。

審
査
結
果

昭
和
五
十
八
年
十
二

月
十
五
日
㈱
午
後
二
時
に
掲
示

し
ま
す
。
応
募
者
に
は
、
ハ
ガ

●

キ
て
通
知
し
ま
す
。

搬
出

選
外
作
品
は
十
二
月
十
八

日
用
か
ら
一
月
三
十
一
日
間
ま

で
。
人
選
作
品
は
二
月
二
十
五

日
間
か
ら
三
月
五
日
間
ま
で
。

時
間
は
共
に
午
前
十
時
か
ら
午

後
囲
時
ま
で
〇

年
末
年
始
の
み

休
み
ま
す
。

問
い
合
せ
先

当
館
写
芸
課
ま
で
。

力
作
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

ぐ
貫
く
と
ぐ
き
ヽ
叉
ぐ
`
→
冥
ぐ
̃
→
ま
じ
`
-
ま
く
`
、
雲
く
!
、
、
◆
、
ピ
ぐ
,
富
l
え
ぐ
重
く

入
場
料

一
般
五
白
日
へ
三
古
口
一
、
人
・
高

生
三
宮
円
一
二
白
田
一
、
中
・
小
学

生
二
百
円
(
七
十
円
)

二
内
は
2
0
名
以
上
の
固
体
料
金

な
お
、
学
校
教
育
と
の
か
か
お

り
か
ら
学
校
同
体
で
利
用
す
る
場

合
は
、
高
校
生
七
十
円
、
小
・
中

学
生
五
十
円
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
該
当
者
は
入
場

料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

l

身
体
障
害
者
千
振
配
布
対
象

者
(
第
一
種
身
体
情
富
者
に
つ

い
て
は
介
護
者
も
免
除
)

2

療
育
手
帳
配
布
対
象
者
(
介

穫
者
も
免
除
)

3

千
葉
県
発
行
「
長
寿
の
し
ろ

べ
」
配
布
対
象
者

開
館
時
間

午
前
9
時
̃
午
後

4
時
0
0
分
(
た
だ
し
、
特
別
展

会
場
の
入
場
は
4
時
ま
で
)

●
月
曜
日
休
館
(
た
だ
し
、
1
 
0
月

的
日
は
開
館
し
、
翌
日
休
館
)
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一

本
館
で
は

〃
み
る
・
か
た
る

・
つ
く
る
〃
活
動
の
一
環
と
し

て
美
術
に
親
し
み
な
が
ら
、
美

術
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
そ

の
魅
力
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き

る
美
術
館
夏
季
大
学
を
開
催
し

て
き
た
。

今
回
は
、
日
本
画
と
彫
刻
の

作
家
の
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
芸

術
観
を
語
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
お
が
国
の
洋
画
に
つ

い
て
、
そ
の
原
点
と
現
代
の

動
向
に
焦
点
を
あ
て
て
開
催

す
る
。

一
、
主
催

干
葉
県
立
美
術

館

二
、
後
援

千
葉
県
立
美
術

館
友
の
会

三
、
場
所

千
葉
県
立
美
術

館
講
堂

叩
、
期
日

昭
和
5
8
年
1
月

2
9
日
㈹
・
0
0
日
用

第7回 美術館夏季大学

-みる・かたる・つくる

I 七六 五
-

時
間

第
一
日
、
午
前

9
時
半
̃
1
 
0
時
受
付

午
後
3
時
1
5
分
ま
で

第
二
日
、
午
前
1
0
時

1
5
分
̃
午
後
3
時
半

受
講
料

無
料

内
容

第
一
日
午
前

・
講
師

田
中
穣
氏
一
美

●

●

術
評
論
家
)

・
テ
ー
マ

「
日
本
洋
画
の

原
点
を
め
ぐ
っ

て
」

第
一
日
午
後

・
講
師

長
谷
川
昂
氏

(
彫
刻
家
)

・
テ
ー
マ

「
彫
刻
と
私
」

第
二
日
午
前

・
講
師

岩
崎
巴
人
氏

(
日
本
画
家
)

・
テ
ー
マ

「
日
本
画
と
私
」

第
二
日
午
後

・
講
師

植
村
鳩
千
代
氏

(
美
術
評
論
家
一

・
テ
ー
マ

「
現
代
洋
画
の

動
向
」

八
、
募
集
人
員

二
百
名

九
、
申
し
込
み

・
当
日

会
場
受
付
に
て

十
、
そ
の
他

・
両
日
の
任
休
み
の
時
間

を
利
用
し
て
、
T
B
S

映
画
「
美
を
求
め
て
」

よ
り
、
次
の
1
6
ミ
リ
映

画
を
上
映
す
る
予
定
。

第
一
日

「
パ
リ
と
日
本

の
美
術
」

第
二
日

「
近
代
日
本
画

の
流
れ
」

今
年
度
か
ら
、
「
千
葉
県
放
送

セ
ミ
ナ
ー
」

本
年
度
第
一
回

「
千
葉
県
放
送

セ
ミ
ナ
ー
」

が
去
る
六
月
十
八
日

間
、
午
後
2
時
よ
り
、
本
館
講
堂

に
て
行
お
れ
た
。
こ
の

「
千
葉
県

放
送
セ
ミ
ナ
ー
」

は
、
N
H
K
教

育
テ
レ
ビ

「
日
曜
美
術
館
」

の
ビ

デ
オ
を
視
聴
し
な
が
ゝ
七
、
年
1
 
0
回

の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
美
術

に
つ
い
て
更
に
理
解
を
深
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
本
年
よ
り
本
館

で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
第
一
回
は
、
「
美
術
を
語
る
会
」

と
兼
ね
て
開
催
さ
れ
、
約
0
0
名

が
参
加
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
ピ

カ
ソ
・
人
と
芸
術
」

で
、
5
月
1
 
5

日
に
放
映
さ
れ
た

「
ピ
カ
ソ
・
人

と
芸
術
」

の
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
て

東
京
国
立
近
代
美
術
館
で
開
か
れ

た

「
ピ
カ
ソ
展
」

の
展
示
作
品
を

も
と
に
、
改
め
て
ピ
カ
ソ
の
人
と

芸
術
に
つ
い
て
学
習
し
た
。
ビ
デ

オ
視
聴
後
の
話
し
合
い
で
は
、
特

に
、
ピ
カ
ソ
の
表
現
が
な
ぜ
、
あ

の
よ
う
に
大
き
な
変
化
を
見
せ
た

の
か
。
ま
た
、
ピ
カ
ソ
が
よ
く
モ

チ
ー
フ
と
し
た
子
ど
も
や
女
性
像

に
つ
い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
、
田

中
穣
講
師
(
美
術
評
論
家
)

の
熱

っ
ぽ
い
解
説
が
あ
っ
た
。

本
年
度
の
的
回
の
ス
ク
ー
リ
ン

グ
の
予
定
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
1
回

6
月
1
 
8
日
用
午
後
二
時

第
2
回

1
月
1
 
6
日
用

〃

第
3
回

8
月
6
日
用

〃

第
4
回

9
月
1
 
0
日
用

〃

第
5
回

1
 
0
月
8
目
口

〃

第
6
回

1
 
0
月
2
9
日
用

〃

第
7
田

口
月
1
 
9
日
用

〃

第
8
回

1
 
2
月
1
 
0
日
用

〃

第
9
回

1
月
2
8
日
用

〃

第
1
 
0
山

2
月
1
 
8
日
用

〃

・
溝
師

田
中
穣
氏
ほ
か

(
な
お
、
期
日
に
つ
い
て
は
、
や

む
を
え
ず
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
し
)

ま
た
、
必
ず
し
も
、
第
1
回
か

ら
継
続
し
て
全
部
を
受
講
し
な
く

て
も
結
構
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
受
講
料
無
料

5
8
年
度

美
術
館
研
究
員
決
ま
る

美
術
館
の
資
料
整
備
と
教
育
普

及
活
動
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に

つ
い
て
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
研
究

員
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
本

年
度
は
、
次
の
方
々
に
委
嘱
し
た
。

池
田

伊
予

(
千
葉
市
立
末
広
中

学
校
教
諭
一

石
倉

総
子

(
千
葉
市
立
花
園
中

学
校
教
諭
)

大
木

貞
夫

(
八
日
市
場
市
立
須

賀
小
学
校
教
頭
)

香
取

義
春

(
佐
原
市
立
福
田
小

学
校
教
頭
)

佐
藤

修

(
佐
原
而
立
佐
原
中

学
校
教
諭
)

高
木

正

(
流
山
市
西
初
石
小

学
校
教
頭
)

田
辺

宏

(
勝
浦
市
立
興
津
中

学
校
数
論
)

利
倉

栄
子

(
干
葉
市
立
大
戸
中

学
校
放
論
)

原
田

久
徳
(
千
葉
而
立
一
新
宿
中

学
校
教
諭
)

南

隆
一
へ
横
芝
町
立
横
芝
中

学
校
教
諭
)

(
五
十
音
順
-

*

*

*



みる・かたる・つくる-

◎
陶
芸
入
門
講
座

期
日

1
0
月
2
5
・
2
6
・
2
7
・
2
8
日

日
月
2
4
日
・
1
 
2
月
1
日

講
師

羽
二
生
隆
宏
氏

申
込
締
切

1
 
0
月
n
日

◎
洋
画
入
門
講
座

(
第
二
期
一

・
期
日

9
月
3
・
4
・
2
4
・
2
5
日

1
 
0
月
8
・
9
日

講
師

根
岸
茂
行
氏

申
込
締
切

8
月
2
0
日

◎
七
宝
焼
入
門
講
座

期
日

1
 
0
月
2
・
3
日

講
師

長
南
光
男
氏

申
込
締
切

9
月
1
 
7
日

◎
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座

△
受
講
し
た
い
方
は
、
往
復
は
が

き
に
、
希
望
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
令
、
職
業
、
電
話
番

号
、
友
の
会
会
員
の
場
合
は
会
員

番
号
を
記
入
の
う
、
え
、
締
切
日

ま
で
に
美
術
館
学
芸
課
普
及
班

あ
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
な

お
応
募
者
多
数
の
時
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。

団
体
展

(
1
月
̃
9
月
)

●
第
1
 
5
回
千
葉
市
水
墨
画
同
好
会

連
合
会
展1

月
1
 
9
日
̃
了
月
3
1
日

●
日
中
平
和
友
好
条
約
五
周
年
記

(
第
一

一
期
)

期
日

8
月
2
3
・
2
4
日

講
師

羽
生
智
樹
氏

申
込
締
切

8
月
9
日

◎
版
画
入
門
講
座

期
日

8
月
8
̃
1
 
4
日

講
師

深
沢
幸
雄
氏

申
込
締
切

1
月
2
5
日

◎
て
ん
刻
入
門
講
座

(
第
一
期
)

期
日

8
月
2
5
・
2
6
日

講
師

霊
園
鴻
高
氏

申
込
締
切

了
月
3
1
日

◎
書
芸
入
門
講
座

(
第
一
期
)

期
日

H
月
1
・
2
・
1
0
・
n

・
2
9
・
0
0

講
師

福
田
裏
州
民

申
込
締
切

1
0
月
1
8
日

ご
あ
ん
な
い

念
日
中
書
道
展
覧
会

8
月
2
日
̃
8
月
7
日

●
第
3
回
千
葉
サ
ン
ケ
イ
現
代
洋

画
展

8
月
2
日
̃
8
月
1
 
4
日

●
第
1
 
2
回
写
真
干
葉
県
展

8
月
9
日
̃
8
月
2
1
日

●
新
世
紀
美
術
協
会
千
葉
支
部
展

8
月
1
6
日
̃
8
月
2
1
日

●
第
n
回
千
葉
市
教
職
員
美
術
展

8
月
1
6
日
̃
8
月
2
8
日

●
第
1
 
3
回
い
て
ふ
会
彫
刻
展

8
月
1
6
日
̃
8
月
2
8
日

●
子
供
と
教
師
の
作
品
展

8
月
2
3
日
̃
8
月
2
8
日

●
第
3
回
日
本
春
秋
書
院
千
葉
県

書
道
連
盟
展

8
月
2
3
日
̃
8
月
2
8
日

●
静
雅
書
道
会
第
2
9
国
中
中
学
都

子
葉
地
区
展

8
月
0
0
日
̃
9
月
4
日

●
龍
峡
書
道
会
千
葉
県
人
展

8
月
0
0
日
̃
9
月
4
日

●
第
2
回
刻
字
千
葉
展

8
月
0
0
日
̃
9
月
4
日

●
第
1
 
6
回
千
葉
県
高
等
学
校
合
同

写
真
展

8
月
0
0
日
̃
9
月
4
日

●
第
2
3
回
白
扇
書
道
会
展

9
月
6
日
̃
9
月
H
日

●
フ
ァ
ン
シ
ー
洋
画
展

9
月
1
3
日
̃
9
月
1
8
日

●
第
1
 
0
国
文
化
書
道
千
葉
県
連
合

会
公
募
展
覧
会

9
月
1
 
3
日
̃
9
月
1
 
8
日

●
第
1
 
3
回
新
構
造
千
葉
支
部
展

9
月
1
 
3
日
̃
9
月
1
 
8
日

●
千
葉
8
3
展9

月
2
0
日
̃
9
月
2
5
日

●
第
3
3
回
千
葉
デ
ザ
イ
ン
展

9
月
2
7
日
̃
1
0
月
2
日

●
第
3
0
回
千
葉
県
勤
労
者
美
術
展

9
月
2
7
日
̃
1
0
月
2
日

●
二
科
会
写
真
部
第
3
回
千
葉
支

部
展

9
月
2
7
日
̃
1
0
月
2
日

職

貫

異

動

日

誌

抄

昭
和
5
8
年
4
月
1
目
付
け
で
次

の
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

圏
退
職
者

松
本

衛

圏
転
出
者

安
増

順

(
副
館
長
←
県
立
柏
高

等
学
校
長
)

田
辺
正
憲

(
庶
務
課
-
土
木
部
営

繕
課
一

高
木

正
一
学
芸
課
し
流
山
市
立

西
初
石
小
学
校
教
頭
)

宮
内
速
男

(
学
芸
課
←
県
立
上
総

博
物
館
一

団
転
入
者

平
野

馨
(
県
立
大
利
根
博
物
館

長
←
副
館
長
)

忍
足
正
雄

(
都
市
部
建
築
指
導
課

←
庶
務
課
)

久
保
木
良

(
教
育
庁
文
化
課
←
学

芸
課
)

足
立

尭

(
町
立
九
十
九
里
中
学

校
長
-
学
芸
課
)

7 6 5 4

1月 2321 1811 4 月 281716月 30 13 1月10 7 6

辞
令
交
付
、
離
着
任
式

県
立
美
術
館
博
物
館
館
長

会
議

浅
井
忠
研
究
会

美
術
館
友
の
会
総
会

県
博
物
館
協
会
役
員
会

洋
画
研
修
講
座
始
ま
る

洋
画
入
門
講
座
始
ま
る
。

日
本
画
入
門
講
座
始
ま
る

美
術
を
語
る
会
、
千
葉
県

放
送
セ
ミ
ナ
ー

陶
芸
入
門
講
座
始
ま
る

友
の
会
美
術
鑑
賞
の
旅

浅
見
喜
舟
展
始
ま
る

(
2
8

日
ま
で
)

書
芸
研
修
講
座
始
ま
る

美
術
館
資
料
審
査
委
員
会

美
術
を
語
る
会

青
木
滋
芳
氏

去
る
四
月
十
七
日

午
後
二
時
二
十
六
分
、
肝
臓
ガ
ン

の
た
め
千
葉
大
学
附
属
病
院
で
逝

去
、
六
十
八
歳
。
染
織
家
、
日
展

評
議
員
、
県
美
術
会
常
任
理
事
。

大
正
三
年
千
葉
市
に
生
ま
れ
、

千
葉
中
学
校
時
代
堀
江
正
章
に
学

び
、
東
京
美
術
学
校
卒
。
広
川
松

五
郎
、
和
田
三
道
に
師
事
。
昭
和

十
三
年
第
三
回
文
展
初
入
選
。
以

後
日
展
、
日
本
現
代
工
芸
展
な
ど

で
活
躍
。
日
展
特
選
、
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
。
昭
和
五
十
二
年

千
葉
県
教
育
功
労
者
。
本
館
に
、

同
氏
の
作
品
「
染
色
笠
森
寺
」
が

収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

●


